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この広報紙は、県内市町村の広報コーナー、岡山河川事務所並びに各出張所に置いてあります。また、
岡山県内の道の駅及び高速道のサービスエリアにも置いてありますので、ご自由にお持ち帰り下さい。

旭川吉井川 高梁川

　みなさんこんにちは。新しい年度

に入って早2ヶ月が過ぎ、新たな環境

での生活が始まった方々はそろそろ

慣れてきた頃ではないでしょうか。

川に目を向けて見ても、緑が色濃く

なり様々な生き物たちが元気に活動

をしています。川は豊かな自然に溢

れた空間で、川とふれあうことで私

たちの気持ちも癒されます。

　今回はそんな癒しの空間を特集し

てみました。ぜひ、川に、水辺に、親し

んでみて下さい。

　今回の表紙には、岡山県立高梁城

南高等学校2年の上田深奈世さんの

作品を掲載しました。この作品は「河

川愛護月間」（7月1日～7月31日）ポス

ター作品の募集に応募されたもので

優秀賞（国土交通事務次官賞）を受賞

された作品です。

岡山県立高梁城南高等学校2年　上田深奈世さんの作品
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☆１．石の懸樋
　元禄年間に、瀬戸村（現瀬戸町）
内の灌漑用水確保のため、吉井
川から取水した水を小野田川
を渡すために懸けられた石の
水道です。（岡山県指定文化財）

☆２．倉安川吉井水門「二の水門」
　  （岡山県指定史跡）
　吉井川から岡山城下へ高瀬舟
を通すために造られた現存する
日本で最も古い閘門式運河の下
流側の水門。　広々とした高水敷（河川敷）と、親水階段

やスロープなどがあり、週末には県内各地
からの利用も多く、小さなお子様も楽しく
遊べる水辺の公園です。
　遊具があり、また東屋（屋根付きベンチ）や、
駐車場・トイレも設置
されています。

　流れが緩く遠浅で、昔は海水浴場として親しまれてい
た場所で、駐車場や簡易トイレも完備されています。
　毎年7月には「吉井川フェスタ」が開催され、また秋に
は、周辺では、ハゼ釣りな
ども家族で楽しめます。

　自然あふれる子供たちの遊び場として、また、
魚・鳥・昆虫等が生息しやすい環境にもなってお
り、自然観察や水遊びが気軽にできる広場です。
　「ホタルの舞う里の復活」をテーマに整備され、
毎年7月には楽しいイベントが開催されます。
　駐車場も完備しています。

　豊かな自然環境の中で水辺に親しみ、水中の
生き物などを気軽に観察できる場として、平成
18年3月に完成した新しい水辺の楽校です。
　駐車場を完備し、芝生広場や石のベンチなど
もあります。

吉井川にゆかりのある史跡
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　新大原橋周辺に広がる「レキ河原」です。
　最近どこの川でも少なくなったレキ河原の再
生に向けて、現地実験も行っています。ぜひ、足
を運んでいただき、レキ河原を体験して下さい。

　原尾島地区は、水辺に近づけるよう水
際の傾斜が緩やかになっています。周辺
は散策路や運動施設、遊具もあり休日に
は多くの方々が利用しています。 
　テニスコートなどの運動施設は百間川
の河川敷にたくさんありますので、「（財）
岡山市公園協会百間川緑地管理事務所」
に申し込んで下さい。

　岡山城下を洪水から守るため、江戸時代に作
られた百間川と旭川との間にある「一の荒手」
周辺は、「わんぱくランド」として親しまれてい
ます。この周辺は、多くの動植物が観察できます。
 

　京橋付近は、江戸時代から舟や
人の往来の要所であり、物流の拠
点としてにぎわっていました。
　近年は、毎月第１日曜日に河川
敷で朝市が行われています。10月
には、全国朝市も行われています。

☆２. 米田地先の陸閘門跡
　現在の百間川が出来るまでの昭
和40年代以前は、百間川の中を人や
バスが往来していました。このため、
昔の堤防は所々が開いており、洪水
時には水が侵入しないようにせき
板や土のうで締め切っていました。

☆１. 亀の甲
　百間川への分流部である「一
の荒手」には、石組で作られ
た「亀の甲」という分流のた
めの施設が残っており、江
戸時代の歴史を感じること
が出来ます。

百間川にゆかりのある史跡
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　広々とした高水敷と緩やかなスロー
プの水際部は、川遊びが出来るよう遊水
路、カヌーデッキ、散策路、芝生広場等を
整備しています。また、トイレや駐車場
も完備し、幅広い年齢層の方々に安心し
て利用されています。
　川辺橋周辺には「　  まび水辺の楽校」、
「　 きよね水辺の楽校」も整備されてい
ます。

　小田川桜つづみは、水防活動に必要な機能を備え
た堤防として、また、盛土箇所にはブランコ、滑り台、
東屋（屋根付きベンチ）等人々の憩いの場として整
備されています。
　今では、「まきびさくら公園」として小田川周辺の
人々はもとより、多くの方々にも親しまれています。

　渡し船は、かつて地域の交通手段
として重要な役割を果たしてきま
した。しかし、今では多くの橋がか
けられ、ほとんど姿を消しています。
　高梁川の「水江の渡し」は、今でも
定期運行しており、地域の方々の大
切な足として利用されています。

　大正13年に完成した東西用水酒津樋
門は、国内最大級の樋門として今も活用
され土木学会から土木遺産にも認定さ
れています。
　酒津取水樋門に隣接して、東に酒津配
水池があり、周辺を酒津公園として、整
備され、桜の名所としても知られています。

☆１. 一ノ口水門
　農業用水の取水を行
うために作られた水門で

す。後に、この水門から玉

島港まで高瀬通しとして

17世紀後半から行き交う

よ う に な り ま し た 。

☆２. 酒津取水樋門
　11箇所の取水樋門を統合し
高梁川下流域の10の用水路に
配水するため大正時代に作ら
れた取水樋門です。鉄筋コンク
リート構造物で、当時この地域
においては特殊な構造物でした。

高梁川にゆかりのある史跡



http://www.okakawa-mlit.go.jp／
吉井川  坂根堰

　川で遊ぶのは楽しいことですが、自然が豊かである分、川には危険な場所や怪我をしやすい場所があります。

川をよく知って安全に楽しく川にふれあいましょう。

　特に、初めての場所に行くときには、大人といっしょに行きましょう。

水辺で安全に楽しむために！！水辺で安全に楽しむために！！

川岸にある大きな水の溜
まりです、水の流れが緩
やかなので、魚の産卵や
休憩場所に最適です。

　川は遊んでいる場所の天気にかかわらず上流で雨が降ったり、ダムや堰が放流を始めると思いがけず水か
さが増すことがあります。雨や水位の情報を入手して安全の確保に努めましょう。

瀬は流れが急に早く
なるところがあるの
で注意が必要です。

現在の雨の状況
が分かります。
3時間後の予測も
分かるので観光、
レジャーにも役
立ちます。

インターネット・携帯電話で分かる河川の状況

さらに詳しい内容は、岡山河川事務所のホームページの「水辺で安全
に楽しむために！！」をご覧下さい。

淵は急に深くなって
いることが多いので
注意が必要です。

●川を知って安全に楽しむ

●川の情報を入手して危険に備える

10分毎の水位が分かります。矢印で変化を表しています。
（→変化無し、↑上昇中、↓下降中）

　上流にダムや堰がある場所では天気が良くても放流により水位が

急に増すことがあります。放流前には、サイレンや広報車でお知らせ

します。サイレンを聞いたら川から離れましょう。

 ｉモードメニューから

http://i.river.go.jp
と入力して、接続

してください。

この画面をブッ

クマークしてお

くと便利です。

パソコンサイトから

http://www.river.go.jp



　おかやま河川だより（創刊号・防災特集）をご覧頂いた方から

沢山のご意見、質問を頂きました誠にありがとうございます。

今回は、一部でありますが質問にお答えいたします。

※洪水ハザードマップ
　大雨による洪水で、国や県が管理している河川が氾濫した場合を想定して、その際の想定浸
水区域や浸水の深さ、避難場所、洪水情報の入手方法、避難時の心得、事前の準備など、必要な
情報を表示した地図のことです。

災害にあったことが無く避難の方法や詳細な場所の情報が欲しいのですが？

　浸水想定区域図を基に各自治体では洪水ハザードマップを作成することが水防法で義務付けら

れています。各自治体で作成されるハザードマップや防災担当窓口で避難所を確認して頂き、事前

に歩いて下見をしておくのも重要なことだと思います。

防災特集についてのご質問

　河川は、洪水を流すためだけではなく、身近な自然とのふれあいの場として、また、やすらぎの場

として多様な機能が求められています。

　河道内の樹木は、洪水の勢いを緩やかにしてその破壊力を弱める機能、多くの生き物の住みかと

なる生息空間、良好な景観の形成など環境に優しい多様な機能を有しています。しかしその反面、洪

水時における水位上昇や堤防付近の流速を速めるなど、治水上の支障となっている箇所もあります。

また、河川の形状は様々で、川幅が広いところや狭いところがあ

ります。こうしたことを踏まえ，川幅が狭く樹木によって流れを

大きく阻害しているところで、環境への影響が少ないところを

重点的に伐採するよう計画し、優先順位をつけて順次実施して

います。また、伐採した樹木の処分費に多大な費用が必要なため、

コスト削減を考え、適当な長さに切りそろえた伐採木を無料で

配布することも実施しています。

防災特集についてのご質問

高梁川  総社市中原地先

※

　創刊号の防災特集の感想をアンケートはがきで頂いたところ、8割の方は「やや満足」
との回答でした。一方で情報が多すぎて読みづらい、字を大きくして欲しい等のご意
見もありました。
　今後は更に皆様に役立つ情報を分かりやすく提供していきたいと思いますので、挟
み込みのはがきを利用してどしどしご意見をお寄せ下さい。
　今回第2号「おかやま河川だより」は、季節がら「楽しい水辺」を特集として気軽に水
とふれあえるスポットをご紹介いたしました。ぜひ、川に出かけてみてください。

Tel.086-223-5101（代表）　Fax.086-222-7835
〒７００-０９1４　岡山県岡山市鹿田町2丁目4番36号

国土交通省　中国地方整備局　岡山河川事務所
みんなのVOICE係

ホームページ   http://www.okakawa-mlit.go.jp/   

高梁川で川の中に大きな木が生えて洪水の時流れのじゃまになりそれが原因で被害が発
生する恐れがあります。以前木を切るようにお願いしましたがその後どうなりましたか？

古紙配合率100％再生紙を使用


